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2025年 5月 5日現在 

業績一覧 

森  聡 

 

A．書籍（単著・共著・論文集） 

1. （単著）『ヴェトナム戦争と同盟外交―英仏の外交とアメリカの選択、1964-1968 年』、

東京大学出版会、2009 年 9 月。（2010 年度日本アメリカ学会清水博賞） 

2. 「先端技術を防衛にどう活かすか」、秋山昌廣・小黒一正編、『論点解説・日本の安全保

障―防衛基盤の強化と防衛力の持続可能性を考える』、日本経済新聞出版、2025 年 2 月。 

3. （監訳・翻訳）細谷雄一・森聡監訳、マイケル・J・グリーン著『アメリカのアジア戦略

史』、勁草書房、2024 年 1 月。 

4. 「『リバランス』から『自由で開かれたインド太平洋戦略』へ」、竹中治堅編、『「強国」中国と対

峙するインド太平洋諸国』、千倉書房、2022年、65-95頁 

5. 「ウクライナと『ポスト・プライマシー』時代のアメリカによる現状防衛」、池内恵他著、『ウクライ

ナ戦争と世界のゆくえ』、東京大学出版会、2022年、47-73頁。 

6. 「アメリカの対中アプローチはどこに向かうのか――その過去・現在・未来」、川島真・

森聡編著、『アフターコロナ時代の米中関係と世界秩序』、東京大学出版会、2020 年、

47—74 頁。 

7. 「政治の分極化と対外関与負担の抑制―バラク・H・オバマ」、青野利彦・倉科一希・宮

多伊知郎編『現代のアメリカ政治外交史―「アメリカの世紀」から「アメリカ第一主義」

まで』、ミネルヴァ書房、2020 年、300—324 頁。 

8. "The Promotion of Rules-based Order and the Japan-U.S. Alliance" in Michael J. Green ed., 

Ironclad: Forging a New Future for America's Alliances, Rowman & Littlefield, 2019, pp.97-

112.   

9. 「統合作戦構想と太平洋軍－マルチ・ドメイン・バトル構想の開発と導入」、土屋大洋

編著『アメリカ太平洋軍の研究－インド・太平洋の安全保障』、千倉書房、2018 年 7 月、

163－191 頁。 

10. “US Leadership in maritime Asia: a Japanese perspective on the rebalance and beyond,” in 

Michael Heazle and Andrew O’Neil eds., China’s Rise and Australia-Japan-US Relations: 

Primacy and Leadership in East Asia, Cheltenham: Elgar, 2018, pp.119-142. 

11. 「アメリカとアジア―包摂的秩序形成の試み」、福田保編『アジアの国際関係－移行期

の地域秩序』、春風社、2018 年 3 月、69－88 頁。 

12. 「ニクソン政権によるアジア防衛戦略の検討、1969-1973 年―中国の核戦力増強とアメ

リカの『核の傘』の実相」、菅英輝・初瀬龍平編著、『アメリカの核ガバナンス』、晃洋

書房、2017 年、29－53 頁。 
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13. 「揺れる米国のアジア太平洋戦略」、日本再建イニシアティヴ編、『現代日本の地政学

―13 のリスクと地経学の時代』、中公新書、2017 年、13－32 頁。 

14. 「オバマ政権のリバランスの功罪」、秋山昌博・川口順子編著、『アジア太平洋の未来図

―ネットワーク覇権』、中央経済社、2017 年、21－43 頁。 

15. 「アメリカのアジア戦略と中国」、北岡伸一・久保文明監修『希望の日米同盟―アジア

太平洋の海洋安全保障』、中央公論社、2016 年 4 月、39－91 頁。 

16. “Political Leadership in Japan and Japanese Foreign Policy: Lessons from the DPJ 

Governments,” in James Gannon and Ryo Sahashi eds., Looking for Leadership: The Dilemma 

of Political Leadership in Japan, Japan Center for International Exchange, 2015. 

17. “Countering Beijing’s Unilateral Revisionist Actions in the East China Sea – the Case for a 

Restraint Compellence Approach,” in Richard Pearson ed., East China Sea Tensions: 

Perspectives and Implications, Washington D.C.: Maureen and Mike Mansfield Foundation, 

2014, pp.51-58. 

18. 「ドイツ統一と NATO の変容―統一ドイツの NATO 帰属合意をめぐる政治と外交」、菅

英輝編、『冷戦と同盟―冷戦終焉の視点から』、松籟社、2014 年 3 月、251-280 頁。 

19. 「ベトナム戦争と英米関係―ウィルソン政権の対米和平外交の成果」、菅英輝編『冷戦

史の再検討―変容する秩序と冷戦の終焉』、法政大学出版局、2010 年、123-152 頁。 

 

B．論文・ペーパー 

1. 「アメリカ・ファーストとポスト・プライマシーの国際秩序のゆくえ―リベラル覇権秩序の次にく

る世界とは」、『トランプ 2.0 の米欧世界とグローバル秩序』、日本経済研究センター「国際秩

序研究」報告書、2025年 3月、55—68頁。 

2. 「『反動の時代』におけるアメリカと日本」、国際経済交流財団編、『ポストウクライナにおける

新国際秩序―グローバル・ミドルパワーとしての日本の役割』、2025年 1月、114—127頁。 

3. 「米国の対中戦略論議―軍事的競争アプローチの新局面」、『国際安全保障』第 50巻第 2号

（2022年 9月）、1-20頁。 

4. 「対外政策に関する米民主党内の認識」、米国研究会報告書、日本国際問題研究所、2022

年 3月、17－22頁。 

5. 「米国防省の技術政策（２）―国防イノベーション・ユニット」、東京大学未来ビジョン

研究センター、SSU-Essay No. 6、2022 年 3 月。 

6. “The Biden Administration’s First Year in the Indo-Pacific: Balancing, Order-Building, and 

Managing Competition with China,” Asia Pacific Review, Vol.28, No.2 (February 2022), pp. 

76-106. 

7. (Unpublished) “Managing China’s Order Contestation: Japan, the United States and Allied 

Order Management,” Paper prepared for the Conference on “Japan, the United States and 

the Future of World Order,” the Kissinger Center for Global Affairs, Johns Hopkins University, 
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March 25-26, 2021. 

8. 「米国防省の技術政策―民間の先端技術の取り込み」、東京大学未来ビジョン研究セン

ター、SSU-Essay No. 1、2021 年 2 月。 

9. “Nakasone Yasuhiro’s “Autonomous Defense” and the Security of Japan,” Asia Pacific Review, 

Vol.27, No.1 (2020), pp.50-79. 

10. 「ワシントンの対中競争路線への転換―その要因と諸相」、日本国際政治学会 2019 年

度研究大会、部会 13 報告論文、2019 年 10 月 20 日。 

11. “U.S. Technological Competition with China,” Asia Pacific Review, Vol.26, No.1 (2019), pp.77-

120. 

12.  “Japan-U.S. Defense Cooperation in the Age of Defense Innovation: The Challenges and 

Opportunities of Strategic Competition with China,” Strategic Japan Working Paper, Center 

for Strategic and International Studies, April 2018. 

13. 「トランプ政権の国防戦略と『戦略的競争』」、日本国際問題研究所編『トランプ政権の

対外政策と日米関係』、2018 年。 

14. “U.S. Defense Innovation and Artificial Intelligence,” Asia Pacific Review, Vol. 25, No. 2 (2018), 

pp.16-44.  

15. 「オバマ政権期における国防組織改編の模索―国防イノベーションの組織的側面」、『国

際安全保障』第 45 巻第 1 号（2017 年 6 月）、24－42 頁。 

16. 「技術と安全保障―米国の国防イノベーションにおけるオートノミー導入構想」、『国際

問題』第 658 号（2017 年 1 月）、24－37 頁。 

17. 「ベトナム戦争後の米国の通常戦力の革新―『オフセット戦略』の起源と形成に関する

予備的考察」、日本国際政治学会 2016 年度研究大会、アメリカ政治外交Ⅰ分科会提出

論文、2016 年 10 月 16 日。 

18. “The U.S. Rebalance to Asia and the Japan-U.S. Alliance – Assessing Alternatives to the 

Obama Approach,” 日本国際政治学会 2016 年度研究大会、日韓合同部会提出論文、2016

年 10 月 15 日。 

19. 「リベラル国際主義への挑戦―アメリカの二つの国際秩序観の起源と融合」、『レヴァイ

アサン』第 58 号、2016 年 4 月、23－48 頁。 

20. 「米国の第三のオフセット戦略と国防革新イニシアティヴ」、日本国際問題研究所編

『米国の対外政策に影響を与える諸要因』、2016 年 3 月、53－68 頁。 

21. 「米国の国防革新イニシアティヴ」、『紀要国際情勢』第 86 号（2016 年 3 月）、49－56

頁。 

22. 「オバマ政権の対中政策とリバランス」、『国際安全保障』第 41 巻第 3 号（2013 年 12

月）、29-45 頁。 

23. 「アメリカのリバランス戦略とアジア太平洋地域」、日本国際政治学会 2012 年度研究

大会部会提出論文、2012 年 10 月 20 日。 
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24. 「1960 年代後半の国際金融危機とベトナム戦争―ジョンソン政権期の対応策」、『アメ

リカ史研究』第 35 号（2012 年 8 月）、59－79 頁。 

25. “The Iraq War and U.S. Allies: Japan, Britain and the Legitimacy of the American Use of Force,”  

University of Tokyo Journal of Law and Politics, Vol. 9 (May 2012), pp.92-116.  

26. 「米国の国防費削減に関する最近の動向」、『紀要国際情勢』第 82 号（2012 年 3 月）、

92－116 頁。 

27. “Globalization, U.S. Alliance Politics and the Vietnam War: Exploring Transnational 

Dimensions, 1964-68,” Nagoya American Studies Summer Seminar 2011 Proceedings, Vol.33 

(October 2011), pp.159-177. 

28. 「オバマ政権二年目の対外政策の実績」、『国際問題』第 599 号（2011 年 3 月）、25－

41 頁。 

29. 「中間選挙後のアメリカ連邦議会と対外政策」、『海外事情』第 58 巻第 12 号（2010 年

12 月）、40－58 頁。 

30.  “The Vietnam War and the British Government, 1964-1968,” University of Tokyo Journal of 

Law and Politics, Vol.3 (2006) pp.119-158. 

 

C. 研究報告・学会発表 

1. “U.S. Extended Deterrence and Japan,” Conference on “Extended Deterrence in the Indo-

Pacific in the Age of Great Power Competition,” National Bureau of Asian Research and U.S. 

Department of Defense-Defense Threat Reduction Agency, Honolulu, Hawaii, April 23-24, 

2025. 

2. 「第 2次トランプ政権の対外政策のアプローチと対中政策」、日立総研、2025年 4月 17日。 

3. “Japan’s Views on North Korea’s Nuclear Development Problem,” 11th Zermatt Roundtable, 

Geneva Center for Security Policy and Swiss Federal Department on Foreign Affairs, March 

31-April 1, 2025. 

4. 「ジミー・カーター政権の外交の評価」、アメリカのアジア戦略史研究プロジェクト、法政大学

現代法研究所、於・近畿大学、2025年 3月 6日。 

5. 「ニクソン政権の国防戦略における欧州とアジア」、アメリカのアジア戦略史研究プロジェクト、

法政大学現代法研究所、於・近畿大学、2025年 3月 5日。 

6. “The Security Environment in the Indo-Pacific,” 2025 Japan-U.S. Security Seminar, Center 

for Strategic and International Studies, Japan Institute for International Affairs, Washington 

D.C., February 19, 2025. 

7. “Japan Relations with the Second Trump Administration” Korea National Diplomatic 

Academy, Keio Institute for East Asian Studies, Seoul, South Korea, February 7, 2025. 

8. “Enhancing Conventional Strike Capabilities and Deterrence in Japan and Australia,” 

Australia-Japan Deterrence Dialogue, Australia National University the Center for Defense 
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and Strategic Studies, University of Tokyo ROLES Project, Canberra, Australia, December 11, 

2024. 

9. 「ウクライナ戦争をどのように見るか」、政策情報学会、慶應義塾大学三田キャンパス東館 8

階ホール、2024年 12月 7日。 

10. “Taiwan Contingency and the Japan-U.S. Alliance,” Asia Strategy Initiative Workshop, 

Honolulu, Hawaii, December 3-4, 2024. 

11. “Indo-Pacific Security and Japan’s Cooperation with the United States and Australia,” Center 

for Strategic and Defense Studies, Australian National University, Canberra, Australia, 

October 30, 2024. 

12. “The Interconnection between Regional Security and International Situations,” The 11 

Japan-Taiwan Strategic Dialogue, Taiwan Institute of National Policy Research and Japan 

Institute of International Affairs, Taipei, Taiwan, June 3, 2024. 

13. “Japan’s Response to the Shifting International Order,” International Workshop on “Crisis of 

Liberalism: World Order in the 21st Century,” Friedrich Ebert Stiftung, New York, U.S.A., May 

9, 2024. 

14. 「米国の安全保障政策の現状と第 2 次トランプ政権のインプリケーション」、中曽根平和研究

所、2024年 4月 22日。 

15. “Navigating Through an Era of Upheaval: A Japanese Perspective,” “Cyberspace and Japan’s 

National Security,” 2024 Canada-Japan Symposium on Peace and Security Cooperation（カナ

ダ）、2024年 3月 13-14日。 

16. “Strengthening Deterrence in the Taiwan Strait: Japan’s Role and Cooperation with the 

United States and Australia,” The Center for Strategic and International Studies（キャンベラ）、

2024年 3月 8日。 

17. “Quad Plus Deterrence in the Indo-Pacific,” Center for a New American Security（フィリピン）、

2024年 3月 5日。 

18. 「フォード政権期のアメリカのアジア戦略」、アメリカのアジア戦略史プロジェクト研究会、法政

大学現代法研究所、2024年 2月 29日。 

19. “Japan’s Security Policy in a New Era: Drivers, Approaches and Implications,” Keio 

University-National Cheng Chi University-Yonsei University Faculty Seminar, January 23, 

2024. 

20. “Regional Security Environment: China,” The Center for Strategic and International Studies

（米国）、2024年 1月 8日。 

21. “Japan’s Economic Security and Critical Technology,” Australian National University（豪州）, 

2023年 12月 14日。 

22. “Japan-U.S. Security Cooperation in the Indo-Pacific,” Asia Strategy Initiative（米国）, 2023

年 12月 9日。 



6 

 

23. 「米国の対外戦略に関する研究の現状と課題」、国際安全保障学会 50 周年記念パネル、

2023年 12月 2日。 

24. “Defense Cooperation between Europe and the Indo-Pacific,” The Center for Strategic and 

International Studies Roundtable（オンライン）、2023年 11月 27日。 

25. “Japan’s Cooperation with Taiwan,” 遠景基金会（台湾）、2023年 11月 16日。 

26. 「米中対立と台湾問題―米国の視点から」、猪木正道基金会、2023年 10月 22日。 

27. “The Technology Aspects of Command and Control,” Sasakawa Peace Foundation USA（米

国）, 2023年 10月 26日。 

28. 「アメリカは台湾を防衛できるのか」、慶應義塾大学戦略構想センター、2023年 7月 3日。 

29. 「これからの日米協力―可能性と限界」、国際経済交流財団（オンライン）、2023 年 6 月 30

日。 

30. “Japan’s Evolving Defense Policy,” Center for a New American Security（オンライン）, 2023年

6月 21日。 

31. “The Emergence of U.S. Strategic Competition with China,” 政策研究大学院大学、2023年

6月 8日。 

32. 「2023年以降のアメリカ外交」、笹川平和財団、2023年 1月 23日。 

33. 「中間選挙後のアメリカ外交」、日本経済団体連合会 21 世紀政策研究所、2022 年 12 月 9

日。 

34. 「インド太平洋におけるアメリカの戦略」、政策研究大学院大学、2022年 10月 28日。 

35. 「ウクライナ情勢へのアメリカの対応」、防衛大学校、2022年 9月 12日。 

36. 「バイデン政権のアジア外交―ワシントンにおける最近の論議」、米国政治外交研究会、

中曽根平和研究所、2022 年 5 月 20 日。 

37. “Reconsolidating Collective Defense,” Kissinger Center for Global Affairs Workshop, Johns 

Hopkins University (Online), March 25, 2022. 

38. 「2050 年の米中関係と世界」、経団連 21 世紀政策研究所、2022 年 2 月 15 日。 

39. “Managing Technological Competition with China: Challenges for the United States and 

Japan,” Japan Forum for International Relations, January 13, 2022. 

40. “The Indo-Pacific and the Japan-U.S. Alliance,” Japan and the World Workshop, Indiana 

University (Online), December 17, 2021. 

41. 「バイデン政権の対中戦略」、日本国際問題研究所・中国現代国際関係研究院（オンラ

イン）、2021 年 12 月 14 日。 

42. 「アメリカの国防政策の現在」、中曽根平和研究所、2021 年 12 月 13 日。 

43. 「アメリカの北朝鮮政策をめぐる構造変動」、慶應義塾大学現代韓国研究センター「朝

鮮半島の構造変動」プロジェクト研究会、2021 年 6 月 11 日。オンライン 

44. 「バイデン政権のインド太平洋戦略と対中外交」、中曽根平和研究所・米中関係研究会、

2021 年 5 月 27 日。オンライン 
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45. 「バイデン政権のインド太平洋戦略」、防衛省・新防衛政策懇談会、2021 年 3 月 18 日。 

46. 「アメリカのインド太平洋戦略」、日本国際問題研究所・米国研究会、2021 年 2 月 12

日。オンライン 

47. 「バイデン政権の外交・安全保障政策」、中曽根平和研究所、2021 年 1 月 25 日。オン

ライン 

48. 「米軍による新興技術の活用」、日本国際問題研究所・新興技術と安全保障研究会、2020

年 12 月 17 日。オンライン 

49. 「アメリカ国内の動向」、経団連 21 世紀政策研究所研究会、2020 年 12 月 10 日。 

50. 「バイデン政権の対外政策構想」、国際情勢研究所欧米研究会、2020 年 12 月 3 日。 

51. 「アメリカにおける次世代デジタルインフラ整備に関する政策と論議」、中曽根平和研

究所、2020 年 3 月 6 日。 

52. 「米国防省による先端技術の軍事利用の動向」、東京大学未来ビジョン研究センター、

2020 年 2 月 21 日。 

53. 「宇宙ドメインの軍事利用」、日本国際問題研究所（東京都港区）、2020 年 1 月 24 日。 

54. 「米国の対中政策における競争と交渉」、中曽根平和研究所（東京都港区）、2019 年 12

月 9 日。 

55. 「米国の対中競争路線とトランプ―先端技術をめぐる米国の戦略と政治」、霞山会（東

京都港区）、2019 年 11 月 15 日。 

56. “Gaps between Japanese and American Views on China Risks,” カーネギー国際平和財団

（米国・ワシントン DC）、2019 年 10 月 22 日。 

57. 「ワシントンによる対中競争路線への転換―その要因と諸相」、日本国際政治学会研究

大会（新潟県新潟市）、2019 年 10 月 20 日。 

58. 「トランプ政権の国防政策」、日本国際問題研究所（東京都港区）、2019 年 10 月 16 日。 

59. “Contemporary Trends in Game-changing Technologies,” Workshop on Game-Changing 

Technologies, 国立政治大学（台湾台北市）、2019 年 7 月 26 日。 

60. 「ワシントンの対中競争路線への転換」、政策研究大学院大学（東京都港区）、2019 年

6 月 26 日。 

61. 「米中の国防イノベーション競争」、中曽根平和研究所（東京都港区）、2019 年 1 月 21

日。 

62. 「米国による人工知能の軍事利用」、未来工学研究所（東京都江東区）、2018 年 12 月 5

日。 

63. 「中国のデジタル・シルクロード構想について」、世界平和研究所（東京都港区）、2018

年 11 月 27 日。 

64. 「米国の国防イノベーションの現在」、外務省（東京都千代田区）、2018 年 11 月 19 日。 

65. 「分析概念としての国際秩序をめぐって」、法政大学現代法研究所（東京都千代田区）、

2018 年 11 月 16 日。 
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66. 「競争戦略における対称的アプローチと非対称的アプローチ」、世界平和研究所（東京

都港区）、2018 年 10 月 23 日。 

67. 「国防イノベーションの動向分析について」、世界平和研究所（東京都港区）、2018 年

10 月 18 日。 
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